
平成27年度当初予算における政策的新規・充実予算枠要求事業の内容と査定結果【予算措置を講じたもの】

事　業　概　要 要求額 査定額 内容

ＪＲ奈良線高速化・複
線化第二期事業

　ＪＲ西日本，京都府及び関係市町が連携して，ＪＲ奈良線の高速化・複線化第二期事業
を推進するため，平成２７年度は，環境影響評価，鉄道設計及び京都駅改良工事等を行
う。

88,200

横断歩道橋撤去 　横断歩道橋については，現在，経年による老朽化や景観の観点から多くの課題があるた
め，現況の調査を行い必要性を判断し，撤去可能な横断歩道橋については，順次，撤去を
進め，残す必要のあるものは利用者の安全と景観に配慮した補修を実施する。

98,000 98,000 ■要求どおり

□積算内容精査

□事業内容精査

いのちを守る都市基盤
防災・減災対策プロ
ジェクト
災害防除（緊急輸送道
路における道路に面す
る斜面等の防災対策）

　災害時における都市機能の確保を図るとともに，平常時においても市民生活を守るた
め，平成２７年度は２５箇所の災害防除工事（道路に面する斜面等の防災対策)を行う。

420,600 356,800

■要求どおり

□積算内容精査

□事業内容精査

ＩＣＴを活用した市民
協働による公共土木施
設の維持管理
（京の道・川・公園サ
ポーター制度）

　市民と行政とが協力した公共施設の効率的・効果的な保全を進めるため，スマートフォ
ン等，ＩＣＴを活用した市民通報システムを構築・運用する。（道・川・公園）
　
　平成２７年度は以下の取組を進める。
　○システムの開発及び実証実験

23,800 23,800

■要求どおり

□積算内容精査

□事業内容精査

事　業　名

（単位：千円）

査　定　結　果建　設　局　予　算　要　求　の　内　容

投資枠に81,000千円措置



事　業　概　要 要求額 査定額 内容
事　業　名

（単位：千円）

査　定　結　果建　設　局　予　算　要　求　の　内　容

おもてなし除草 　従来実施している市民要望等に対応した道路除草に加え，入洛観光客等を「おもてな
し」の心で迎え入れるために，道路の良好な景観を保つための除草（おもてなし除草）を
実施する。

60,100 5,000
□要求どおり

□積算内容精査

■事業内容精査

いのちを守る都市基盤
防災・減災対策プロ
ジェクト
橋りょうの耐震補強・
老朽化修繕（いのちを
守る橋りょう健全化プ
ログラム）

　災害時における都市機能の確保を図るとともに，平常時においても市民生活を守るた
め，プログラムに基づく橋りょうの耐震補強・老朽化修繕を計画的に進める。
　平成２７年度は２９橋の橋りょうの耐震補強・老朽化修繕を行う。

5,228,100 3,957,700

□要求どおり

□積算内容精査

■事業内容精査

いのちを守る都市基盤
防災・減災対策プロ
ジェクト
普通河川緊急対策事業
（８河川）

　過去３０年間に浸水被害が発生した河川のうち，本格的な対策に着手できていない８つ
の河川について，平成２５年１０月に策定した「普通河川整備プログラム」に基づき，河
川改修に向けた工事や設計を行う。

321,700 321,700
■要求どおり

□積算内容精査

□事業内容精査

いのちを守る都市基盤
防災・減災対策プロ
ジェクト
排水機場耐震改修・老
朽化修繕

　排水機場は浸水被害から都市を守るための重要な社会基盤施設である。
　施設の耐震強度不足や施設全体の老朽化が著しいため，健全な都市機能が確保できるよ
う，平成２７年度は７か所の排水機場の耐震改修及び老朽化修繕を行う。

1,017,800 23,900

□要求どおり

□積算内容精査

■事業内容精査

老朽化修繕は投資枠に

措置（404,200）

一部，26年度

2月補正予算

で計上

（250,000）



事　業　概　要 要求額 査定額 内容
事　業　名

（単位：千円）

査　定　結　果建　設　局　予　算　要　求　の　内　容

「新・自転車政策」
（仮称）関連事業
(「改訂京都市自転車
総合計画」の中間見直
しに基づく新規事業）

　自転車利用ルール・マナーに関する意識のレベル向上に向け，ソフト＝周知徹底，ハー
ド＝走行環境整備について，「ＫＥＥＰ ＬＥＦＴ」の徹底的な周知など，市民と協働で
取り組む施策を展開する。

59,100 37,000
□要求どおり

□積算内容精査

■事業内容精査

無電柱化事業 　歴史都市京都にふさわしい観光名所等における都市景観の向上を図るとともに，災害時
に電柱が倒れることによる道路の寸断を防ぎ，安全で快適な通行空間の確保とライフライ
ンの安全性・信頼性の向上を図り，都市防災機能の向上を図っていくため，無電柱化事業
の設計又は工事に着手する。

・先斗町通（中京区石屋町～柏屋町）
　道路延長Ｌ＝４９０ｍ／詳細設計／１７，４００千円
　都市景観及び都市防災機能の向上

・河原町通（丸太町通～出水町）
　道路延長Ｌ＝２００ｍ／電線共同溝新設工事／２０３，４００千円
　都市防災機能の向上（災害時の緊急輸送道路の機能確保）

220,800 18,400

□要求どおり

□積算内容精査

■事業内容精査

円山公園適正化事業   東京オリンピック・パラリンピック開催により増加が予想される観光客を「おもてな
し」するため，再整備（修復）事業に合わせ，園内施設の適正化を進めるとともに，老朽
化した施設の建替え基準など将来にわたる適正な管理の基本的事項を定める「（仮称）円
山公園条例」を制定するために必要な調査を実施する。

5,200 5,000
□要求どおり

■積算内容精査

□事業内容精査



事　業　概　要 要求額 査定額 内容
事　業　名

（単位：千円）

査　定　結　果建　設　局　予　算　要　求　の　内　容

都市公園安心安全対策 　市民の皆様により一層安心安全に公園を利用していただくため，入園者が特に多い大規
模な都市公園に防犯カメラを設置する。

16,500
■要求どおり

□積算内容精査

□事業内容精査

公園照明灯ＬＥＤ化事
業

　節電と維持管理経費のコスト縮減による低炭素化を図るため，公園照明灯の水銀灯（約
１，８００灯）及び蛍光灯（約１，３００灯）について，ＬＥＤ照明灯への転換を進め
る。

106,000 106,000
■要求どおり

□積算内容精査

□事業内容精査

「歩いて楽しい東大
路」歩行空間創出事業

　東大路通において，安心・安全で快適な歩行空間を創出するため，「歩いて楽しい東大
路通」の実現を目指す。
　平成２７年度は，周辺道路の交通量増の改善策を検討する。

10,500 10,500
■要求どおり

□積算内容精査

□事業内容精査

ＪＲ嵯峨野線　京都・
丹波口間新駅設置に伴
う周辺整備

　平成３１年春に予定されているＪＲ嵯峨野線　京都・丹波口間新駅の開業に合わせて駅
周辺整備を完了させるため，必要となる設計等に着手する。
　平成２７年度は，梅小路公園再整備の基本設計，新駅付近の測量・交通量調査，歩道橋
整備のための調査検討を実施する。

30,000 30,000
■要求どおり

□積算内容精査

□事業内容精査

経費の圧縮を検討のうえ，公
園整備等の既定経費で対応


